
【注意すべき比較表現】
⒈ を使った慣用表現。

⑴ ～  ～ 「できるだけ～」

できるだけ速く走れ

⑵ 「できる限り」（副）

彼女はその運動をやめさせようとしてできる限り努力した

⑶ 原形 ～ 「～さえもしない」

原形 ～

彼は自分の名前を書くことすらできない

彼はあなたほど牛肉が好きではない

⑷ 「ＡというよりはむしろＢ」

彼は学者というよりむしろ政治家である

私は彼が考えているほどたいしてお金を持っていない

彼は賢いというよりも頭がいい

上例のように､同一物内の性質などを比較する場合､必ず上例のように｢ 原級｣にする｡
ちなみに下の例文の場合は､｢彼｣と｢彼ら｣という他者同士 別々のもの同士 の比較なので普通に｢～ ｣でよい｡
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⑸数詞 「 直前の数詞と 同数のＡ」

私は６ページに６個の間違いをした

⑹ ①「同程度に 同量に」

私は非常にほめられたが、彼は非常にしかられた

②「そのように」

私はそのように考えた

⑺ ～ 「さながら（まるで）～のように」

彼らはまるで馬のように働いた

⑻ ＋Ｓ＋Ｖ～

①「～する間は」 時

私が生きている間は、あなたのご親切は決して忘れません

②「～する限りは、もし～さえすれば」 条件

すぐ帰ってさえ来るなら君は出かけても良い

⑼ ＋Ｓ＋Ｖ～ 「～する限りでは」 ［程度・範囲］

私が判断する限りでは、彼は信用できない

私に関する限り、その計画に異存はない

私が知る限りでは、彼は正直な人だ

⑽ 原形 ～ 「～しさえする」

彼女は私が臆病者だとさえ言った
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⒉「ＡだけでなくＢも」の表現等。

⑴ 「ＡだけでなくＢも」
「Ａと同様にＢもまた」

彼はお金だけでなく権力も持っている

⑵ 「～もまた，その上」

彼はドイツ語も又話せる

⒊「～も同然」の表現等。

⑴ ～ 「ほとんど～」「～同然だ」 ｢～｣には｢形容詞｣｢動詞｣が入る｡
～

～

王は死んだも同じだった

この場合､｢ 以外の全て｣という意味の
彼女以外はみんなその問題に答えた ｢ ｣｡この場合｢ 名詞｣になる｡

これは｢ と同じくらい良い｣という意味の
君の答えは私のと同じくらい良い ｢ ｣｡この場合｢ 名詞｣になる｡

⑵ ～ 「～も同様（同然）である」
～ 「～に過ぎない」

～
～

若い頃、私は乞食同然だった

⑶ 「約束をたがえない」「約束に忠実だ」

彼女はいつも約束に忠実だった
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⒋比較級を使った慣用表現。

⑴否定文～＋ Ａ 「～ない。ましてＡはなおさら～でない」

彼は英語を話せない。ましてドイツ語を話すことなどなおさらできない

⑵ 原形 ～ 「（～するような）ばかなことはしない」
「（～するよりも）もっと思慮分別がある」

私はその話を彼にするようなばかなことはしない

お前の年ではもっと分別があるべきだ。→ 年がいがないぞ

⑶比較級＋ ＋比較級 「ますます～」「だんだん～」

元々「 ＋原級」で比較級を表す語の場合は 原級 になる。

状況は毎日だんだん悪くなっています

年をとるにしたがって彼女はますます美しくなった

⑷ 比較級 「２者の中でより～（のほうだ）」

トムはその２人の中では背が高いほうだ

⑸ 比較級～ 比較級…「～すればするほどそれだけ ますます …」

高く昇れば昇るほど、空気は冷たくなる

⑹ 比較級… 理由文句～ 「～のためにそれだけ ますます …」

「 比較級…」の前に や を強調の意味でつけることが多い。

彼女の風邪は会議に出席したためかえっていっそう悪くなった

彼は彼女に欠点があるから、それだけますます彼女が好きだ
 は前置詞なので｢ 名詞｣､ は接続詞なので｢ ｣の語順にする｡

「 比較級… 等 ～」で「～だからといって少しも…ない」
も要注意。
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兄はたくさん本を持っているが少しも賢くない

⑺ 「それにもかかわらず」

それでもやはり噂は本当だ

私はそれでもやはり彼女は有罪だと信じている

⑻ 「もはや～でない」

～

彼はもはや子供ではない

⒌最上級の代用表現。

⑴ 原級 単数名詞 「誰 どれ にも劣らず…」。

彼は誰にも劣らず賢い とても賢明だ

彼は誰にも劣らない偉大な科学者だった

⑵ ～ 「並外れた～」

彼は古今に並ぶ者のない偉大な作家である

｢ ～ ｣で｢相変わらず～｣｡
相変わらず彼は陽気だ

⒍最上級を使った慣用表現。

⑴ 「多くとも、せいぜい」 ⇔ 「少なくとも」

彼はせいぜい ドルしか持っていない
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⑵ 「遅くとも」

彼は１ 時までには遅くとも帰ってくるだろう

⑶ 「よくみても、せいぜい」

アニーはせいぜい平均点しか取れないだろう

｛
～ 「最も～しそうにもない」

⑷ 「決して～しない」
関係代名詞 節

彼は決して嘘をつくような人ではない

彼にそこで会うなんて全く予想していなかった

⑸ 〔 〕 「終わりから２〔３〕番目の」
…

この は「～のほかは、～を除いて」 ＝ の意味。

金曜日は１週間で終わりから２番目の日である

⑹ 「～が知っている限りでは」

私の知る限りでは彼は正直で信頼できる

「～の力の及ぶ限り、できる限り」

⒎その他の慣用表現。

⑴ 「多かれ少なかれ」

人は多かれ少なかれ欠点をもっている

⑵ ～ 「～に過ぎない」
～

～

私はほんの子供に過ぎなかった
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⑶ ～ 「少なくとも～位」「ちょうど～だけ」

私の父を満足させるには少なくともこれくらいはいるだろう

⑷ ～ 「～を考え直す」
～

彼は彼女と結婚しようとしたが、考え直し てしないことにし た

⑸ ～ 「～に打ち勝つ」
～

彼は敵に勝った

⑹ ～ 「（不利な条件を）最大限に利用する」
「なんとかきりぬける」

私たちは少ない収入ながらせいぜい活かして使い、幸せでした

⑺ ～ 「（有利な条件を）最大限に利用する」

彼女は自分の長所を最大限に生かした

⑻ ～「～の大部分は」

代の若者の大部分にとって、結婚は夢である

⑼ ～ 「全く～でない」＝ ～

母は英語をまったくしゃべりません

⑽ 「控えめに言っても」

君の計画は控えめに言っても物足りない

⑾否定文＋ 「最も～ない」

誰も文句は言えない。特に君なんか一番言えない

⑿ 「ほかならぬＡ」

だれかと思えば旧友のアービングその人だった
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